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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成26年８月13日に提出いたしました第58期第１四半期（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）四半期

報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1)　業績の状況

 
第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

　注記事項

(セグメント情報等)

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

（訂正前）

～省略～

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①可変抵抗器

可変抵抗器は、車載用機器や海外の建設機械関連が不冴えでしたが、環境関連やアミューズメント関連の需要

が堅調に推移また無線機や電源向けが回復し、売上高は887百万円（前年同四半期比1.9%増）となりましたが、商

品構成が一部変わったためセグメント利益（営業利益）は107百万円（前年同四半期比34.5%減）となりました。

②車載用電装部品

車載用電装部品は、主力の電装センサがタイの政情不安などを背景に在庫調整を行ったため減少しましたが、

非接触センサなどの新製品や農業機械関連などが寄与した結果、売上高は755百万円（前年同四半期比3.0%減）、

セグメント利益（営業利益）は減収の影響と新製品立上げ費用負担から14百万円の損失（前年同四半期は107百万

円のセグメント利益（営業利益））となりました。

③その他

無線モジュールは新製品投入で顧客開拓が進んだものの、欧州の環境関連向け混成集積回路の在庫調整が響

き、売上高は108百万円（前年同四半期比23.8%減）となりましたが、不採算製品の売上が大幅に減少したためセ

グメント利益（営業利益）は25百万円（前年同四半期比113.5%増）となりました。

　

（訂正後）

～省略～

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①可変抵抗器

可変抵抗器は、車載用機器や海外の建設機械関連が不冴えでしたが、環境関連やアミューズメント関連の需要

が堅調に推移また無線機や電源向けが回復し、売上高は887百万円（前年同四半期比1.9%増）となりましたが、商

品構成が一部変わったためセグメント利益（営業利益）は113百万円（前年同四半期比30.8%減）となりました。

②車載用電装部品

車載用電装部品は、主力の電装センサがタイの政情不安などを背景に在庫調整を行ったため減少しましたが、

非接触センサなどの新製品や農業機械関連などが寄与した結果、売上高は742百万円（前年同四半期比4.6%減）、
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セグメント利益（営業利益）は減収の影響と新製品立上げ費用負担から７百万円の損失（前年同四半期は107百万

円のセグメント利益（営業利益））となりました。

③その他

無線モジュールは新製品投入で顧客開拓が進んだものの、欧州の環境関連向け混成集積回路の在庫調整が響

き、売上高は121百万円（前年同四半期比14.7%減）となりましたが、不採算製品の売上が減少したためセグメン

ト利益（営業利益）は12百万円（前年同四半期比7.3%増）となりました。

　

第４ 【経理の状況】

１ 【四半期連結財務諸表】

【注記事項】

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（訂正前）

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額可変抵抗器

車載用電装
部品

計

売上高        

  外部顧客への売上高 887,365 755,313 1,642,679 108,157 1,750,837 － 1,750,837

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 887,365 755,313 1,642,679 108,157 1,750,837 － 1,750,837

セグメント利益 107,683 △14,439 93,243 25,164 118,407 △115,269 3,137
 

～省略～

 
（訂正後）

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額可変抵抗器

車載用電装
部品

計

売上高        

  外部顧客への売上高 887,255 742,473 1,629,728 121,108 1,750,837 － 1,750,837

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 887,255 742,473 1,629,728 121,108 1,750,837 － 1,750,837

セグメント利益 113,727 △7,969 105,757 12,650 118,407 △115,269 3,137
 

～省略～
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